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に外形寸法を示す。製品は外形寸法 3.2  2.5 mmの
Type 3225と，3.5  3.5 mmの Type 3535とに大別され，
インダクタンス（以下，L値）は，MHz領域のスイッチング
周波数に最適化して 0.5～4.5 µHとした。Fig. 3に周波数
特性を示す。周波数 0.
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PLI  （Ploss/Pin）  100…………………………（1）
Ploss  Iout

2・Rdc  （Ir/3）2・Rs ………………（2）
Pin  Vin・Iout・D …………………………………（3）
Ir  （Vin  Vout）・Vout/（2fs・Vin・L） ……………（4）

ここで，PLI：インダクタの電力損失率（％）
Ploss：インダクタの電力損失（W）
Pin：入力電力（W）
Rdc：直流抵抗（Ω）
Ir：リップル電流（A）
Rs：交流抵抗（Ω）
Vin：入力電圧（V）
Vout：出力電圧（V）
Iout：出力電流（A）
D：デューティー比
fs：スイッチング周波数（Hz）
L：インダクタンス（H）

Vin  3.6 V，Vout  1.8 V，D  0.5として計算した PLIと出
力電流の関係を Fig. 6に示す。周波数と常用の出力電流を
設定すれば，これらの図から最も PLIの低いインダクタが
選出できる。

5. おわりに

銅スパイラル状コイルを上下のフェライト焼成板で挟み
込み，銅コイル間をフェライト粉末と樹脂の混合物磁性材
料で充填した超薄型（0.6 mm厚）のプレーナインダクタを開
発した。今後は，さらなる薄型化と小型化を進める予定で
ある。

プレーナインダクタの試作と信頼性評価にご協力いただ

いた，KOA（株）安全コイルセンターの方々に謝意を表し
ます。
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40/125°C, 30 min each 100 cycle

125°C for 1 000 h

40°C for 1 000 h

125°C for 1 000 h with Idc  350 mA

40°C, 90–95%RH for 1 000 h with 


